
の
あ
る
稟
議
書
を
作
成
す
る
た
め

の
要
に
な
る
か
ら
だ
。

　
融
資
申
し
出
の
際
に
提
出
さ
れ

る
財
務
諸
表
を
安
全
性
・
成
長

性
・
収
益
性
で
見
て
い
く
と
き

は
、
ま
ず
は
企
業
の
履
歴
か
ら
の

判
断
が
必
要
に
な
る
。
最
低
で
も

過
去
３
期
分
の
財
務
諸
表
を
提
出

し
て
も
ら
お
う
。

　
も
し
企
業
が
創
業
間
も
な
い
場

合
は
、
事
業
計
画
書
や
中
期
経
営

計
画
書
な
ど
を
提
出
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
る
。
そ
の
ほ
か
資
金
使

途
に
合
わ
せ
て
資
金
計
画
書
と
資

金
繰
り
表
（
計
画
書
）
も
提
出
し

て
も
ら
う
の
が
望
ま
し
い
。

勘
定
科
目
の
動
き
や

数
字
の
整
合
性
を
確
認

　
実
際
に
提
出
さ
れ
た
財
務
諸
表

資
稟
議
書
を
作
成
す
る
に

は
、
取
引
先
の
実
態
把
握

が
必
要
不
可
欠
だ
。
本
稿
で
は
、

実
態
把
握
の
た
め
に
担
当
者
が
特

に
着
目
す
べ
き
項
目
・
情
報
に
つ

い
て
、
定
量
面
と
定
性
面
に
分
け

て
解
説
す
る
。
ま
ず
は
定
量
面
か

ら
見
て
い
こ
う
。

　
融
資
を
企
図
す
る
と
き
の
着
眼

点
は
、
昔
か
ら
「
安
全
性
」「
成

長
性
」「
収
益
性
」
と
い
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
企
業
の
財
務
諸
表

を
見
る
と
き
の
基
本
中
の
基
本
と

な
る
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
後
の
融
資

ニ
ー
ズ
に
伴
う
企
業
か
ら
の
融
資

申
し
出
に
対
し
て
定
量
的
な
判
断

を
す
る
に
あ
た
り
、
財
務
諸
表
の

分
析
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
金

融
機
関
内
で
融
資
を
通
す
に
あ
た

り
、「
数
字
」
に
よ
っ
て
納
得
性

を
見
て
い
く
際
は
、
貸
借
対
照
表

（
Ｂ
／
Ｓ
）、
損
益
計
算
書
（
Ｐ
／

Ｌ
）
が
中
心
と
な
る
。
中
で
も
、

ま
ず
一
番
に
行
う
べ
き
は
「
流

れ
」
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。

　
Ｂ
／
Ｓ
で
あ
れ
ば
比
較
貸
借
対

照
表
を
作
成
し
、
Ｐ
／
Ｌ
で
あ
れ

ば
年
次
ご
と
の
一
覧
表
に
す
る
。

そ
し
て
、
特
に
大
き
く
動
い
た
勘

定
科
目
は
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
。
大
き
く
動
い
た
勘
定
が
あ
れ

ば
、
経
理
担
当
者
に
確
認
す
る
な

ど
し
て
原
因
を
探
る
。

　
ま
た
、
数
字
の
整
合
性
に
も
注

意
す
べ
き
で
あ
り
、
各
項
目
の
形

式
用
件
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
こ
の

と
き
形
式
不
備
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
単
純
に
指
摘
す
る
の
で
は
な

く
、
形
式
不
備
が
発
生
し
た
原
因

を
考
え
て
み
た
い
。

　
単
純
な
ミ
ス
な
の
か
意
図
的
な

修
正
な
の
か
は
大
き
な
違
い
で
あ

り
、
果
て
は
最
大
の
懸
念
で
あ
る

粉
飾
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
慎
重
に
吟
味
し
た
い
。

　
形
式
用
件
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

稟議書作成のための
実態把握は
ここがポイント

融

　融資稟議書を作成するために必須と
なる取引先の実態把握について、定性
面と定量面に分けて解説する。

①下川峰郎 下川経営コンサルティング事務所代表

②黒木正人 ファイナンススタイリスト／
行政書士事務所長

定
量
面
の
着
眼
点

1

安
全
性
・
収
益
性
・
成
長
性
を

数
字
で
見
え
る
形
で
証
明
す
る
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つ
く
可
能
性
も
あ
る
。
経
営
者
だ

け
で
は
な
く
、
懇
意
に
し
て
い
る

経
理
担
当
者
な
ど
に
も
事
実
確
認

し
て
、
回
答
の
整
合
性
を
確
認
し

た
い
。

　
ま
ず
Ｂ
／
Ｓ
内
の
項
目
に
つ
い

て
だ
。
例
え
ば
売
上
債
権
の
増
減

で
あ
れ
ば
、
売
上
そ
の
も
の
の
増

減
や
売
掛
サ
イ
ト
の
長
期
化
・
短

期
化
に
起
因
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
売
上
そ
の
も
の
の
増
減
は
Ｐ
／

Ｌ
で
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
が
、
売

掛
サ
イ
ト
の
長
期
化
は
Ｐ
／
Ｌ
に

は
表
れ
な
い
。
売
掛
サ
イ
ト
の
長

期
化
は
資
金
繰
り
の
悪
化
要
因
で

あ
る
た
め
、
そ
の
原
因
を
確
認
し

た
い
。

　
売
掛
サ
イ
ト
が
長
期
化
す
る
の

は
、
販
売
先
か
ら
提
示
さ
れ
た
条

件
悪
化
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
、
売
掛
サ
イ
ト
の
長
い
販

売
先
に
シ
フ
ト
し
た
な
ど
の
事
象

が
推
察
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
要
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
る
。

　
買
掛
債
権
の
増
減
の
場
合
は
そ

の
逆
で
、
仕
入
額
の
増
減
や
買
掛

サ
イ
ト
の
長
期
化
・
短
期
化
に
起

因
し
て
い
る
。
仕
入
れ
そ
の
も
の

の
増
減
は
Ｐ
／
Ｌ
で
確
認
で
き
る

が
、
買
掛
サ
イ
ト
の
短
期
化
は
Ｐ

／
Ｌ
に
は
表
れ
な
い
。

　
買
掛
サ
イ
ト
の
短
期
化
は
資
金

繰
り
の
悪
化
要
因
で
あ
り
、
こ
れ

は
非
常
に
好
ま
し
く
な
い
。
仕
入

先
と
の
力
関
係
で
条
件
悪
化
を
受

け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
不

利
な
状
況
が
発
生
し
て
い
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
。

　
特
に
、
販
売
先
や
仕
入
先
と
の

条
件
変
更
、
販
売
先
や
仕
入
先
の

変
更
は
、
前
記
以
外
に
も
前
受
金

ら
、
各
指
標
を
安
全
性
・
成
長

性
・
収
益
性
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　
安
全
性
は
流
動
比
率
や
当
座
比

率
、
固
定
長
期
適
合
率
な
ど
、
成

長
性
は
売
上
高
増
加
率
や
経
常
利

益
増
加
率
、
営
業
利
益
増
加
率
な

ど
、
収
益
性
は
売
上
高
に
対
す
る

各
利
益
率
の
指
標
や
売
上
高
経
常

利
益
率
や
損
益
分
岐
点
分
析
な
ど

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
指
標
で
企
業
が
現
在

ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
の
か
を

確
認
し
、
そ
れ
を
数
字
で
稟
議
書

に
記
入
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ひ
と
昔
前
ま
で
金
融
機
関
は
担

保
主
義
と
い
わ
れ
、
特
に
安
全
性

に
重
き
を
置
い
て
融
資
判
断
し
て

き
た
歴
史
が
あ
る
。
し
か
し
最
近

は
、
デ
フ
レ
の
時
代
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
収
益
性
や
成
長
性
を
重

視
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　
特
に
成
長
性
は
定
性
的
な
要
素

も
含
む
が
、
市
場
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

動
向
（
将
来
性
）
も
十
分
に
踏
ま

え
た
稟
議
書
を
書
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

各
指
標
の
数
字
の

裏
付
け
を
し
て
い
く

　
各
指
標
を
把
握
し
た
ら
、
次
は

そ
の
数
字
の
裏
付
け
と
な
る
「
実

態
」
の
検
証
を
行
っ
て
い
く
。

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
、
経
営
者
は

何
を
聞
か
れ
て
い
る
か
よ
く
分
か

っ
て
い
る
の
で
、
自
社
に
と
っ
て

不
利
な
こ
と
は
黙
秘
し
た
り
嘘
を

図表１　各指標のチェックポイント

各指標を安全性・成長性・収益性でチェックする

▼安全性…流動比率、当座比率、固定長期適合率など

▼成長性…�売上高増加率、経常利益増加率、営業利益増加
率など

▼収益性…�売上高に対する各利益率の指標、売上高経常利
益率、損益分岐点分析など

※�これらの指標から、数字上では既存企業が現在どのような
状態であるのかを判断する

（出所）筆者作成

特
集 実態把握を踏まえた所見欄作成のポイント
承認される融資稟議書の作り方
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